














































































学生が、自宅群では 62 人（63.9％）、下宿群では 7
人（28.0％）で、全く食べなかった学生が自宅群で
は 7 人（7.2％）、下宿群では 5 人（20.0％）であっ
た。その他、週 5 ～ 6 日は食べている学生が自宅
群 14 人（14.4％）、下宿群 5 人（20％）、週 3 ～ 4
日食べている学生が自宅群 6 人（6.2％）、下宿群 2
人（8.0％）、週 1 ～ 2 日食べている学生が自宅群 8
人（7.2%）、下宿群 6 人（24.0%）という結果であった。
　昼食について（図 3）は、毎日食べている学生が
自宅群　86 人（88.7%）、下宿群 19 人（76.0%）で、
全く食べなかった学生が自宅群 1 人（1.0%）、下
宿群 0 人であった。また、週 5 ～ 6 日食べている
学生が自宅群 5 人（5.2%）、下宿群 5 人（20.0%）、
週 3 ～ 4 日食べている学生が自宅群 3 人（3.1%）、
下宿群 0 人、週 1 ～ 2 日食べている学生が自宅群
　2 人（2.1%）、下宿群 1 人（4.0%）であった。
2．調査期間　　 2017 年　7 月
3．調査対象　　 看護学科の学生 123 名





























る学生が 25 人（20.5％）であった（表 1）。
　主な通学方法（図 1）は自家用車 50 人（40.7％）、
電車・バス 42 人（34.1％）、自転車 10 人（8.1％）、
徒歩 9 人（7.3％）、複合 12 人（9.8％）であった。
片道の通学時間（表2）は0～10分が16人（13.0％）、
11 ～ 20 分が 21 人（17.1％）、21 ～ 30 分が 21 人
（17.1 ％）、31 ～ 60 分 が 36 人（29.3 ％）、61 ～
90 分が 21 人（17.1％）、91 分以上が 7 人（5.7％）













　　時間 　　人数（％） 　時間 　人数（％）
　　0～10分 　　　　16（13.0） 　31～60分 　　　35（28.9）
　11～20分 　　　　21（17.1） 　61～90分 　　　21（17.1）























































　　時間 　　人数（％） 　時間 　人数（％）
　　0～10分 　　　　16（13.0） 　31～60分 　　　35（28.9）
　11～20分 　　　　21（17.1） 　61～90分 　　　21（17.1）
　21～30分 　　　　21（17.1） 　91分以上 　　　　　6（5.0）
40 看護学生の食習慣と睡眠状況に関する実態調査
　外食の頻度（図 6）を見ると、「外食しない、ま
たは週 2 回未満」が自宅群 63 人（64.9％）、下宿
群 11 人（44.0％）であり、「毎日 1 回以上 2 回未
満」が自宅群 3 人（3.1％）、下宿群 5 人（20.0％）
と差が見られたものの、「週 2 回以上 7 回未満」の
割合は自宅群 29 人（29.9％）、下宿群 8 人（32.0％）
という結果であった。
3．睡眠に関する状況
　図 7 に学年と 1 日の平均睡眠時間の結果を示し
た。5 時間以上 6 時間未満が 1 年生 32 人（46.4％）、
2 年生 31 人（57.4％）で、5 時間未満と答えた学
生が 1 年生 20 人（29.0％）、2 年生 15 人（27.8％）
　夕食について（図 4）は、毎日食べている学生が
自宅群 80 人（82.5％）、下宿群では 13 人（52.0％）で、
全く食べなかった学生が自宅群 1 人（1.0%）、下宿
群 4 人（16.0%）であった。その他、週 5 ～ 6 日食
べている学生が自宅群 12 人（12.4%）、下宿群 6 人
（24.0%）、週 3 ～ 4 日食べている学生が自宅群 4 人
（4.1%）、下宿群 2 人（8.0%）、週 1 ～ 2 日の学生





（χ2 ＝ 15.178,ｐ <.001）
　欠食の理由について（図 5）、自宅群・下宿群と
もに「食欲がない」と答えた学生が多く、自宅群





強」（χ2 ＝ 11.698,ｐ <.003）や食事の「用意が無
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2 年生は 19 人（35.2％）に対し、1 年生は 36 人
（52.2％）であった。
　睡眠を妨げる要因について（図 9）学年別の結
果から、学業が要因と答えた学生が 1 年生 58 人
（84.1％）、2 年生 43 人（79.6％）であった。次い
で熟睡感がないという「質不足」が 1 年生で 26 人
（37.7％）、2 年生は 15 人（27.8％）であった。また、
携帯電話の使用は 1 年生 14 人（20.3％）、2 年生
13 人（24.1％）であった。通学を要因として挙げ
ている学生は、1 年生は 11 人（15.9％）、2 年生 2
人（3.7％）で、アルバイトと答えた学生が 1 年生
6 人（8.7％）、2 年生 9 人（16.7％）であった。
　住居形態別（図 10）の結果では、学業を要因と



































































































では、20 代は 7 時間程度の睡眠が必要と示されて
いる。専門科目の学習が中心となる 2 年生は課題
提出の量や数が多く睡眠への影響が大きいと考え
られる中で、その睡眠時間は「5 時間以上 6 時間未
満」が 57.4％で「5 時間未満」が 27.8％と、必要
とされる 7 時間の睡眠時間に満たない学生が 85％
以上であった。しかし、短い睡眠時間にも関わらず
睡眠不足を感じているのは 1 年生の 52.2％が多く、
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　　いる傾向があった。
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